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第１０節 適用の特例等 

 

 

本条は、耐火性能検証法又は防火区画検証法の適用を受ける建築物について、本条例において耐火構

造又は特定防火設備とみなす規定を列挙しています。 

 

１ 第１項関係 

  第１項に列挙している規定ついては、次のいずれかの建築物に該当する場合、これらの建築物の

部分で主要構造部であるものの構造は、耐火構造とみなし、適用することとしています。 

・政令第１０８条の４第１項第１号の規定に基づき、当該建築物の主要構造部が耐火性能検証法に

より同号に掲げる基準に適合するものであることについて確かめられた建築物 

・政令第１０８条の４第１項第２号の規定に基づき、同項第１号に掲げる基準に適合するものとし

て、国土交通大臣の認定を受けた建築物 

 

２ 第２項関係 

  第２項に列挙している規定については、次の建築物に該当する場合、これらの建築物の部分で

主要構造部であるものの構造は耐火構造と、これらの防火設備の構造は特定防火設備とみなし、

これらの建築物に対する防火区画等条例関係規定以外の耐火性能条例関係規定の適用について

は、これらの建築物の部分で主要構造部であるものの構造は耐火構造とみなし適用することとし

ています。 

（建築物の主要構造部等に関する制限の適用の特例） 

第５６条 主要構造部が政令第１０８条の４第１項第１号又は第２号に該当する建築物（次項に規定                               

する建築物を除く。）に係る第１８条、第１９条、第２１条第３項若しくは第４項、第２６条第１

項、第２９条第１項第２号若しくは第３項、第３０条第２項第２号、第３５条第３項、第３６条第

２項第２号、第３７条第２項、第３８条第２項、第３９条第４項、第４０条第２項、第４２条第２

項、第４３条第１項、第４７条第２項、第４９条第１項第１号、第５２条第１項若しくは第３項、

第５４条第１項第１号若しくは第２項又は第５９条第２号の規定（次項において「耐火性能条例関

係規定」という。）の適用については、当該建築物の部分で主要構造部であるものの構造は、耐火

構造とみなす。 

２ 主要構造部が政令第１０８条の４第１項第１号に該当する建築物（当該建築物の主要構造部であ

る床又は壁（外壁を除く。）の開口部に設けられた防火設備の性能が防火区画検証法により確かめ

られたものに限る。）及び主要構造部が同条第１項第２号に該当する建築物（当該建築物の主要構

造部である床又は壁（外壁を除く。）の開口部に設けられた防火設備の性能について、国土交通大

臣の認定を受けたものに限る。）に係る第２９条第１項第２号、第３５条第３項、第４９条第１項

第２号、第５２条第３項第２号、第５４条第１項第１号又は第５９条第２号の規定（以下この項に

おいて「防火区画等条例関係規定」という。）の適用については、これらの建築物の部分で主要構

造部であるものの構造は耐火構造と、これらの防火設備の構造は特定防火設備とみなし、これらの

建築物に対する防火区画等条例関係規定以外の耐火性能条例関係規定の適用については、これらの

建築物の部分で主要構造部であるものの構造は耐火構造とみなす。 
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・政令第１０８条の４第１項第１号に該当する建築物で、同条第４項に定める防火区画検証法によ

り屋内の開口部に設けられた防火設備について火災時の遮炎に関する性能が確かめられたもの 

・政令第１０８条の４第１項第２号に該当する建築物で、屋内の開口部に設けられた防火設備につ

いて火災時の遮炎に関する性能があるものとして国土交通大臣の認定を受けたもの 

 

 

 

 本条は、政令第１２９条第１項の規定に定める階避難安全検証法によりその避難に関する技術的基準

について確かめられたもの又は国土交通大臣の認定を受けたものについて、適用除外となる規定を列挙

しています。 

 

 

 

本条は、政令第１２９条の２第１項の規定に定める全館避難安全検証法によりその避難に関する技術

的基準について確かめられたもの又は国土交通大臣の認定を受けたものについて、適用除外となる規定

を列挙しています。 

（避難上の安全の検証を行う建築物に対する基準の適用の除外）  

第５８条 建築物のうち、当該建築物が全館避難安全性能を有するものであることについて、全館避

難安全検証法により確かめられたものについては、第２０条（寄宿舎又は下宿の用に供する建築物

について適用される場合に限る。）、第２５条第１項、第２９条第２項、第３３条第１項、第３７

条第２項、第３８条第２項、第４０条（第５項第４号及び第５号を除く。）、第４２条（第１項を

除く。）、第４４条第１項第３号、第４６条及び第５４条第１項の規定は、適用しない。 

２ 建築物のうち、当該建築物が全館避難安全性能を有するものであることについて国土交通大臣の

認定を受けたものについては、第１５条、第２０条、第２５条第１項、第２９条第２項、第３３条

第１項、第３７条第２項、第３８条第２項、第４０条（第５項第４号及び第５号を除く。）、第４

２条（第１項を除く。）、第４４条第１項第３号、第４６条及び第５４条第１項の規定は、適用し

ない。 

（避難上の安全の検証を行う建築物の階に対する基準の適用の除外） 

第５７条 建築物の階のうち、当該階が階避難安全性能を有するものであることについて、階避難安

全検証法により確かめられたものについては、第２０条（寄宿舎又は下宿の用に供する建築物の階

について適用される場合に限る。）、第２５条第１項、第３３条第１項、第４０条（第５項第４号

及び第５号を除く。）、第４２条（第１項を除く。）及び第４６条の規定は、適用しない。 

２ 建築物の階のうち、当該階が階避難安全性能を有するものであることについて、国土交通大臣の

認定を受けたものについては、第１５条、第２０条、第２５条第１項、第３３条第１項、第４０条

（第５項第４号及び第５号を除く。）、第４２条（第１項を除く。）及び第４６条の規定は、適用

しない。 


